
冬休み前の学校の教育活動を基準として，年度末の学校評価を行いました。新年度の

計画を立てる関係で少し早めの評価となっています。多方面から評価を行っていますが，

ここでは主に児童・保護者・教職員が共通にアンケートを行ったもの（三者比較評価）

についての結果を紹介します。また，学校で考えている冬休み明けから来年度に向けて

の教育活動の改善策について紹介します。

アンケートには，すべて下記の4段階で回答していただきました。

三者比較評価では，次の１０の内容で質問をしました。（回収率100％）

Q1 課題に向かって進んで学習し，自分の考えを発表したり，友達の考えをよく聞いてたりして学び合っていた。

Q2 一人一人に応じた内容での家庭学習習慣を確立させるため，学校は児童に適切な指導をしていた。

Q3 学習のルールや話し方，聞き方，ノートの使い方，学習用具の準備・整理整頓など授業中のきまりをしっかり身に付けていた。

Q4 子どもたちに基礎的・基本的な学習内容の確実な定着を図るため，工夫した授業が行われていた。

Q5 それまで学習したことを生かして新しい問題や課題を解決しようと努力していた。

Q6 子どもたちは自分なりに考えたことをわかりやすくまとめ，工夫して（言葉，絵，図など）説明していた。

Q7 学校は授業の中や校内掲示等を利用してお互いのよさを見える形にしたり共有化したりすることで

子どもたちに自己有用感を高めるための指導をしていた。

Q8 学級や全校の友達と仲良く話したり，学習したりしていた。

Q9 体育の時間や中休みマラソンなどの体力づくりに進んでねばり強く取み，体力を向上させていた。

Q10 学校は安全で健康な生活の基礎となる知識や技能を身に付けさせるための指導（安全，食育，防災，

情報モラル，いじめ防止等）をしっかり行っていた。

集計した結果，すべての質問に対し，保護

者と教職員は肯定的回答の合計（◎＋○）が

１００％となりました。児童の回答も８０％

を超えており，年度末の活動は大変良かった

と評価されました。

「②家庭学習を毎日取り組んでいる」や「⑥

工夫して説明できる子ども」，「⑩安全な生活

を送っている」は一部の児童が不十分であっ

たと回答しています。自分を厳しく評価でき

るのは悪いことではありません。自信を失わ

ないように配慮して指導していきます。

職員については，このほかの観点

でも評価しました。また，児童や保

護者の方々からも，数値による評価

以外に自由記述でのご意見をいただ

いています。そのことを踏まえ，職

員会議で検討し，来年度に向け次の

ような内容の改善を図ります。

①児童の資質・能力を高め，変容を見取る教育課程の編成・実施・評価。②実効性

の伴う教職員の働き方改革の推進。③児童の困り感に応じた自立活動の充実。④教

育機器を有効に活用し，一人一人を伸ばす授業改善。⑤他校との効果的な連携と情

報交換。⑥体力向上の取組の継続と環境の整備。⑦学びのルールの再確認。⑧児童

に積極性をつけさせるための励ましを軸とした支援の継続。


